






要約　前年度に引き続き 15 歳未満小児の神経芽細胞腫による死亡数を調査した。方法は

従来と同じく厚生省統計情報部に保管されている死亡調査票のうち死亡時 15 歳未満で神

経芽細胞腫の発生している可能性のある部位の悪性新生物による死亡票を選びだし、その

診断名が神経芽細胞腫かどうかを確かめることによって正確な症例数を把握した。その結

果平成 3 年 1 月 1 日より同 12 月 31 日に至る 1年間に 60 例の症例を把握することが出来

た。1-4 歳における神経芽細胞腫死亡は昭和 60 年に著明な低下を示した後平成元年まで

目立った低下は示さず、むしろ平成元年度は若干上昇の傾向を見せていた。しかし、今回

調査した平成 3 年では同 2 年に引き続いて低下し、10 万対 0.57 に低下した。他の年齢階

級では今回も従来と同様に著明な変動は見られなかった。


